









学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目 妊娠初期マウスのビタミン A 過剰投与によるマウス胎仔心電図計測および胎仔心臓への
影響の研究                                     
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 わが国における 1 歳未満の乳幼児の死亡原因は、先天性奇形、心血管障害、乳幼児突然死症候群（Sudden 










較することで、マウス胎仔の心電図中の特徴的な波形（P 波、QRS 波、T 波）を同定し、Fridericia 式を用い
て Q 波と T 波の時間間隔である補正 QT 時間（QTcF）を算出した。また、マウス胎仔の心臓の組織切片の顕微
鏡観察を行い、心臓の形態形成を調べた。さらに全ゲノムシーケンス解析を CAGE 法（Cap Analysis of Gene 
Expression）によって行い、遺伝子オントロジー解析（Gene Ontology；GO）を行うとともに、QT延長症候群
（Long QT Syndrome；LQTS）に関する遺伝子の発現を解析した。 




増加していた。E13.5 の胎仔心臓に発現した遺伝子の解析では、VA 群は N/T 群と比較して、これまでに LQTS
に関係する遺伝子として同定されている 15 種類の遺伝子（1 型（LQT1）－15 型（LQT15））のうち、心筋イオ






合でも、妊娠初期にビタミン A を母体に過剰投与したマウス胎仔の心臓に LQTS が誘発され、さらには SIDS
の原因の一つとなる可能性が示唆された。 
 
